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【事業環境】

・震災復興需要を背景にリース取扱高は増加
・資金調達環境は良好。倒産状況については、リース業界において、
債権額が前年同期比約１．５倍と増加しており、注意すべき傾向

【営業トップライン】

・契約実行高・成約高ともに前年同期比伸長

＜賃貸・割賦事業＞
契約実行高： ８．４％増 成約高： ８．３％増
営業資産残高（小口除く）： ２．８％増

＜営業貸付事業＞
契約実行高： ２５．１％増 成約高： ２５．０％増

【経営成績】

・売上高については期首予測を下回るものの、経常利益及び四半期純利益
については大幅に上回る進捗
・大型不動産の売却により、不動産投資事業の撤退に一定の成果

1） 連結決算ハイライト

1. 2013年3月期第2四半期実績報告
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1. 2013年3月期第2四半期実績報告
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・リース取扱高：第1四半期に引き続き、復興需要を背景に土木建設機械が好調に推移

当社の主力でもある情報通信機器も前年同期比伸長している。リースマーケットは
全ての領域において回復基調が鮮明化

・倒産状況 ：１２年度上半期（４－９月）では、倒産件数が３年連続の前年同期比減少

また、負債総額についても２年連続の前年同期比減少となる一方で、リース業界におい
ては、前年同期比で件数は減少したものの、債権額はおよそ１．５倍となり注意すべき傾向

2） 事業環境

▌リース取扱高の足元の動向（前年同期比推移）

（社団法人リース事業協会：リース統計） （帝国データバンクHP：倒産集計より）

▌倒産状況（倒産件数：前年同期比 負債総額：実額）(億)

土木建設機械

リース取扱高情報通信機器

(％) (％)

負債総額
（左ﾒﾓﾘ）

倒産件数
（右ﾒﾓﾘ）

13/3期
2Q

13/3期
1Q

12/3期
4Q

12/3期
3Q

12/3期
2Q

12/3期
1Q

11/3期
4Q

11/3期
3Q

11/3期
2Q

13/3期
2Q

13/3期
1Q

12/3期
4Q

12/3期
3Q

12/3期
2Q

12/3期
1Q

11/3期
4Q

11/3期
3Q

11/3期
2Q
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・ 売上高 ： リサ事業において大型の不動産売却があったこと等から、前年同期比8.0％増

・ 経常利益 ： リース会計基準変更による増益効果の低減や、販管費及び与信コストの増加等
から、前年同期比46.1%減

・ 自己資本比率 ： ８．７％（１１／９末）→８．２％（１２／３末）→８．７％（１２／９末）

3） 業績概要（連結）

1. 2013年3月期第2四半期実績報告

▌経常利益前年同期比主要増減要因 （単位：億円）

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期

5

リース会計
基準変更
影響他

73

販管費増加

10
7

（単位：億円）

39

12

倒産コスト増加

解約粗利
減少他

前年同期比

売上高 1,126 1,216 8.0%
営業利益 73 38 ▲47.9%
経常利益 73 39 ▲46.1%
四半期純利益 44 19 ▲57.3%
1株当たり四半期純利益 206円26銭 88円01銭 －

営業資産残高 6,604 6,516 ▲1.3%
純資産 764 813 6.4%
自己資本 656 657 0.1%
自己資本比率（%） 8.7 8.7 －

1株当たり中間配当金（円） 22 22 －

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期
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4） 事業別収益（連結）

▌事業別収益

<<賃貸・割賦事業>>
・売上高は、前年同期比4.1%減。倒産コストの減少
により販管費が減少したものの、リース会計基準
変更による増益効果の低減により、営業利益は前
年同期比4.9%減。

<<営業貸付事業>>
・売上高は、前年同期比0.6%減。また、複数の予防
的な引当を行ったことによる、貸倒引当金繰入の
増加により、営業損益は7億円の損失。

<<リサ事業>>
・大型の不動産売却があったこと等により、売上高
は、前年同期比179.7％増。また、販管費が減少
したことから、営業利益は前年同期比85.7％増。

<<その他の事業>>
・解約、満了売上が増加したことにより、売上高
は、前年同期比26.8％増。一方で、新規事業立
上げに伴う販管費の増加により、3億円の損失。

※短信セグメント情報のうち、「調整額」を除いて表示

1. 2013年3月期第2四半期実績報告

（単位：億円）

前年同期比

賃貸・ 売上高 952 913 ▲4.1%

割賦事業 売上総利益 93 81 ▲12.9%

営業利益 65 62 ▲4.9%

営業貸付 売上高 22 22 ▲0.6%

事業 売上総利益 20 19 ▲1.3%

営業利益 12 ▲7 -

リサ 売上高 77 216 179.7%

事業 売上総利益 25 19 ▲23.6%

営業利益 1 1 85.7%

その他の 売上高 75 96 26.8%

事業 売上総利益 8 8 ▲1.7%

営業利益 2 ▲3 -

計 売上高 1,126 1,216 8.0%

売上総利益 146 120 ▲17.8%

営業利益 73 38 ▲47.9%

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期
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前年同期比

賃貸・割賦事業 495 537 8.4%
賃貸事業 486 522 7.5%
割賦販売 9 15 55.1%

営業貸付事業 1,091 1,365 25.1%
営業貸付金 490 810 65.3%
一括ファクタリング 601 555 ▲7.7%

その他の事業 12 15 25.7%
計 1,598 1,917 19.9%

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期

前年同期比

賃貸・割賦事業 737 798 8.3%
賃貸事業 724 783 8.2%
割賦販売 13 15 16.0%

営業貸付事業 1,091 1,364 25.0%
営業貸付金 490 809 65.0%
一括ファクタリング 601 555 ▲7.7%

その他の事業 11 15 28.8%
計 1,839 2,177 18.3%

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期

（単位：億円）

5） 事業別契約実行高の状況（連結）
▌事業別契約実行高

《契約実行高》
・賃貸・割賦事業においては、期首の未検収残高の増加、及び足元の成約高が前年同期比

8.3%増と健闘したことにより、前年同期比8.4％増
・営業貸付事業においては、一括ファクタリングが減少したものの、流動化スキームにおける大口
案件の獲得等により、前年同期比25.1%増

《成約高》
・一括ファクタリングを除く全ての領域にて前年同期比伸長
・各種施策が奏功し、賃貸事業については、回復傾向が鮮明化

▌事業別成約高
（単位：億円）

1. 2013年3月期第2四半期実績報告
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前年同期比

情報通信機器 343 409 19.3%
電子計算機及び関連装置 152 176 15.7%
ソフトウェア 153 206 34.6%
通信機器及び関連装置 38 27 ▲27.9%

事務用機器 18 13 ▲28.9%
その他機器 53 107 101.9%

計 414 529 27.8%

【参考】小口含む計 495 537 8.4%

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期

前年同期比

官公庁 479 533 11.2%
民需 176 257 46.0%

サービス業 38 69 83.2%
流通業 50 73 46.6%
製造業 39 75 91.2%
その他 50 40 ▲18.6%

計 655 790 20.5%

【参考】小口含む計 737 798 8.3%

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期

前年同期比

官公庁 238 263 10.6%
民需 175 265 51.2%

サービス業 49 71 44.7%
流通業 47 61 29.6%
製造業 38 80 110.3%
その他 41 53 28.7%

計 414 529 27.8%

【参考】小口含む計 495 537 8.4%

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期

（単位：億円）

（単位：億円）

6） 賃貸・割賦事業の営業状況（連結小口除く）

▌機種別賃貸事業契約実行高（除く小口）

▌業種別契約実行高（除く小口）

・業種別の契約実行高は、官公庁が前年同期比10.6%
増と、着実に伸長。また、大口案件があった製造業も、
前年同期比110.3%増と大幅に前年伸長。

・成約高については、その他（建設業）で前年割れと
なっている以外は、概ね契約実行高と同様の展開。

・機種別の契約実行高は、通信機器及び事務用機器
において減少しているものの、大口案件のあったソフト
ウエアが、前年同期比34.6%増と伸長しており、主力の
情報通信機器全体では、前年同期比19.3%増。

▌業種別成約高（除く小口） （単位：億円）

1. 2013年3月期第2四半期実績報告
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7） 営業貸付事業の営業状況（連結） （一括ﾌｧｸﾀﾘﾝｸﾞを除く）

▌契約形態別契約実行高

・契約形態別の契約実行高については、診療報酬の落ち込みを、他の流動化案件や
企業融資の伸びで挽回した結果、営業貸付事業全体では、前年同期比65.3%増

・業種別では、個別ファクタリングの大口契約先がある製造業や、企業融資の大口
契約先がある流通業などが前年を上回った

（単位：億円）

▌業種別契約実行高
（単位：億円）

1. 2013年3月期第2四半期実績報告

前年同期比

立替・APF・割賦バック 8 5 ▲38.9%
個別ファクタリング 136 463 240.4%
診療報酬債権流動化 106 59 ▲44.4%
企業融資 179 206 15.4%
その他 60 76 25.8%

営業貸付事業　計 490 810 65.3%

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期 前年同期比

官公庁 10 2 ▲81.9%
民需 480 808 68.4%

サービス業 142 71 ▲49.9%
流通業 46 131 185.4%
製造業 162 390 140.3%
金融業・保険業 20 71 254.5%
不動産業 50 32 ▲35.4%
その他 60 113 89.4%

計 490 810 65.3%

2012/3期
第2四半期

2013/3期
第2四半期
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8） リサ事業の営業状況（売上総利益）

１９

プリンシパル
投資業務

企業投資
４

ファンド業務
インベストメント
バンキング業務

コーポレート・
アドバイザリー

１

企
業

７ １

１２

不動産投資
６

不動産
アドバイザリー

０
６

債
権

債権
アドバイザリー

-０
９

（単位：億円）

リ

サ

事

業

・売上総利益は、リサ単体では２８億円、連結後では１９億円を確保
・買取債権の回収益や、営業貸付金の金利収入及び不動産の賃料収入等
の収益を安定的に獲得

1. 2013年3月期第2四半期実績報告

撤退事業

不
動
産

債権投資
９

ソリューション・
ファンド
６

地域企業
再生ファンド

０

不動産
共同投資
０

28 （売上総利益計）

-8 （連結調整）

19 （リサ事業

売上総利益）
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3,935 3,584 3,683

1,205 1,169 1,328
356

302 305
631782

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10/9末 11/9末 12/9末

リサ事業

その他事業

一括ﾌｧｸﾀﾘﾝｸﾞ

営業貸付

賃貸・割賦事業

9） 営業資産残高の状況（連結小口除く）

<<営業資産残高>>
・小口事業を除く賃貸・割賦事業は、前年同期比
2.8％増

・営業貸付は159億円増加し、前年同期末比
13.6％増

・【リサ事業内訳】
不動産売却は前年同期末比６８%の進捗率

（単位：億円）

1. 2013年3月期第2四半期実績報告

5,9705,837
5, 496

10/9末 11/9末 12/9末
889

＜参考＞

小口事業残高 767 547
小口含む

営業資産残高 6,385 6,604 6,516

11/9末 12/9末 前年増減

販売用不動産 406 129 ▲278
営業投資有価証券 124 114 ▲11
買取債権 160 191 31
投資有価証券 92 139 47
営業貸付金 － 59 59

782 631 ▲151

＋2.8%
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20%

40%

60%

80%
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10/9末 11/9末 12/9末

0.97%

0.99%

0.96%

0.7%

0.8%

0.9%

1.0%

1.1%

1.2%

11/3期（2Q) 12/3期(2Q) 13/3期(2Q)

資金原価率（%）
＝資金原価÷有利子負債平残

短期借入金

長期借入金

債権流動化

CP

社債

直接調達
比率

15.1%

10） 資金調達の状況（連結）

・ 連結後の資金原価率は0.96％
⇒前年同期末比0.03%低下

・ 当社単独ベースでは0.92%と0.03%上昇
⇒有利子負債は減少しているものの、
シンジケート・ローンの組成費用等が
発生したことにより増加

・ 直接調達比率は低下
（2011/9末 17.6％ →2012/9末 15.1％ ）

▐ 資金原価率

▐ 有利子負債構成比

▐ 有利子負債残高
（単位：億円）資金原価率（%）

＝資金原価÷有利子負債平残

1. 2013年3月期第2四半期実績報告

2012/3期 2013/3期
第2四半期末 構成比 第2四半期末 構成比 増減

短期借入金 294 4.6% 289 4.6% ▲5
長期借入金 4,917 77.8% 5,008 80.3% 91
CP 860 13.6% 750 12.0% ▲110
社債 250 4.0% 150 2.4% ▲100
債権流動化 － 0.0% 42 0.7% 42
計 6,320 100.0% 6,239 100.0% ▲82
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0.49%

-5

0

5

10

15

20

25

30

12/3期2Q(累計) 13/3期2Q(累計)

-2.0%

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

0.5%

1.0%
営業貸付以外

営業貸付

リサ

事故率

2

18

-0.0 -0.3-1

-13

5

1

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

12/3期2Q(累計) 13/3期2Q(累計)

営業貸付以外

営業貸付

リサ

（単位：億円）

事故率（％）＝新規倒産損失発生金額÷（営業資産平残＋破産更生債権平残）

新規倒産損失発生金額＝破産更生債権＋懸念債権

新規与信損失
発生金額

（単位：億円）

11） 与信関連費用（連結）

・ 与信関連費用は前年同期比４億円悪化（内、一般１０億円改善）
・ 個別引当費用は、１Ｑで複数の予防的な引当を行ったことから、１４億円増加

▌個別引当費用▌与信関連費用

1. 2013年3月期第2四半期実績報告

※ﾘｻ※ﾘｻ

※ﾘｻ ※ﾘｻ
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1） 連結業績予想

2. 2013年3月期計画

（単位：億円）▐ 連結業績予想

▐ 1株当たり配当金

第2四半期末 期末 年間

2013/3期予想 22円00銭 22円00銭 44円00銭

2012/3期実績 22円00銭 22円00銭 44円00銭

実績 予想

2012/3期
通期

2013/3期
第2四半期

2013/3期
通期

（累計） 進捗率

売上高 2,328 1,216 2,350 51.8%
営業利益 81 38 60 63.1%
経常利益 84 39 60 65.3%
四半期純利益 40 19 20 94.8%

1株当たり四半期純利益（円） 184円55銭 88円01銭 92円88銭 -
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1） 各年度の位置づけ

◎中期的に目指す姿
「情報・通信技術が拓く新しい社会資本・
インフラの実現を先導する企業」

◎中期計画２０１１の基本方針
キャピタルソリューションの拡充、実践
ＮＥＣグループとの関係のさらなる強化
新たな事業の創出

3. 中期計画2011の進捗状況

２０１１年度

中期計画実現のための基盤整備実行

２０１２年度

事業・収益拡大のための具体的活動の展開
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4. 2013年3月期の取り組み

ＮＥＣキャピタルソリューション（ＮＥＣＡＰ）らしさの徹底的な追求

１） 今年度の重点方針

● リースビジネス、官公庁ビジネスへのこだわり

 顧客を起点としたリース・金融・ＩＣＴに関わるユニークで幅広
いソリューションの提供

 ＩＣＴ周辺にあるフロービジネスをリースと並ぶ収益源に育成

 環境、復興支援を強く意識したＣＳＲ経営の実践
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▐▐ リースビジネス、官公庁ビジネスへのこだわりリースビジネス、官公庁ビジネスへのこだわり

 営業ラインの官公庁、民需の２ライン体制化による営業の「質」と「量」の向上
→成約高 ７９０億円前年同期比２０．５％増
契約実行高 ５２９億円前年同期比２７．８％増
営業資産残高（賃貸・割賦事業小口除く） ３，６８３億円前年同期比２．８％増

▐▐ 顧客を起点としたリース・金融・ＩＣＴに関わるユニークで幅広いソ顧客を起点としたリース・金融・ＩＣＴに関わるユニークで幅広いソ
リューションの提供リューションの提供

 ＰＦＩを通じたＮＥＣグループの新事業機会の開拓
→昨年に続き、２件目となるエコ・防災の提案に優れた給食センターＰＦＩ参画

 日本の産業競争力向上に寄与するイノベーティブなベンチャー企業の育成
－イノベーティブベンチャー投資事業有限責任組合
→これまでに３件の投資を実行

 相談型営業による顧客ニーズ掘り起こし
→独自のファイナンススキームの組成＆展開
→個別ファクタリング契約実行高前年同期比２４０．４％増
→営業貸付事業 契約実行高前年同期比 ６５．３％増

4. 2013年3月期の取り組み

２） ＮＥＣＡＰらしさを追求するための施策と実績
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▐▐ ＩＣＴ周辺にあるフロービジネスをリースと並ぶ収益源に育成ＩＣＴ周辺にあるフロービジネスをリースと並ぶ収益源に育成

 顧客のＴＣＯ削減ニーズへ柔軟に対応するオペレーティングリース事業
→アウトソーシング事業に関する子会社（Ｎビジネスサービス株式会社）設立

 ＩＣＴ機器のＬＣＭ視点からの新サービスの提供開始
→ＰＣの盗難、紛失時における情報漏洩対策に関わるセキュリティー強化サービス
→インテルのリモート機能を利用した、ＰＣリモート復旧ソリューションサービス
→中国における、暗号化製品の使用申請支援サービス

▐▐ 環境、復興支援を強く意識したＣＳＲ経営の実践環境、復興支援を強く意識したＣＳＲ経営の実践

 ＤＢＪや東北地方銀行との協業による環境・復興シンジケートローンを活用した貢献
→６０億の融資枠を消化済み。追加枠の検討を開始

 ふくしま成長産業育成ファンドへの投資
→福島県への中小企業の誘致・育成を目的とした成長資金の供給
→同県内産業の育成と雇用の促進を目指し、早期復興及び経済発展を支援

4. 2013年3月期の取り組み

２） ＮＥＣＡＰらしさを追求するための施策
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▐▐ 海外現地法人の設立海外現地法人の設立

 「中期計画２０１１」中の方針である、ＮＥＣとの更なる関係強化の趣旨に則して、
ＮＥＣの海外売上拡大の支援を目的に、シンガポール及び香港に現地法人を設立
（香港：１２年１０月設立、シンガポール：１２年１２月設立予定）

 現地でＮＥＣ商流に関連したファイナンスニーズを早期に捉え、きめ細かい金融ソ
リューションの提供を行うことで、ＮＥＣグループと、お客様のグローバル事業の拡大・
効率化にＷｉｎ－Ｗｉｎの関係をもたらすべく貢献

 リサ・パートナーズは、シンガポールに現地法人を設立
（「ＲＩＳＡ ＰＡＲＴＮＥＲＳ ＡＳＩＡ ＰＴＥ .ＬＴＤ.」１２年５月設立）

▐▐ 地域企業再生ファンド（リサ・パートナーズ）地域企業再生ファンド（リサ・パートナーズ）

 金融円滑化法の出口戦略として、各地域金融機関と連携

 中小企業に対して中長期的に投資し、再生まで継続的に支援

 現在までに、地域金融機関を中心に組成した個別再生ファンドを２１件、中小企業
基盤整備機構を中心に組成した官民一体型再生ファンドを６件組成、運営を受託

4. 2013年3月期の取り組み

２） ＮＥＣＡＰらしさを追求するための施策
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個別型再生ファンドのスキーム図
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本資料に記載されている株主・投資家向け情報は、投資勧誘・保証を目的として作成されたものでは

ありません。実際に投資を行う際は、ご利用者ご自身のご判断において行われるようお願い致します。

本資料に記載されている当社の計画、戦略および業績見通しは、将来の予測であって、リスクや不確

定な要因を含んでおります。

また、本資料に記載されている経営目標は予想ではなく、将来の業績に関する経営陣の現在の予想

を反映したものでもありません。むしろ、経営陣が事業戦略の実行を通じて達成しようとする目標であ

ります。

実際の業績等は、さまざまな要因により、見通し等と大きく異なる結果となりうることをあらかじめご承

知願います。実際の業績等に影響を与えうる重要な要因としては、当社の事業領域を取り巻く経済

情勢及び規制や法令の変更、潜在的な法的責任、当社のサービスに対する需要変動や競争激化に

よる価格下落圧力などがありますが、これら以外にも様々な要因がありえます。また、世界経済の悪

化、世界の金融情勢の悪化、国内外の株式市場の低迷などにより、実際の業績等が経営目標その

他の見通しと異なる結果となる可能性もあります。

当社による将来予測に関する記述は、その日現在のものであることをご承知おきください。新たなリス

クや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは不可能であります。また、

リスクや不確定要因があるため、将来予測に関して記述されていることが実際には起こらない場合も

ありえます。これらの記述に全面的に依拠することは控えるようお願いします。




